
２ 鹿児島県総合教育センター研究提携校

令和６年度鹿児島県立松陽高等学校研究公開 研究報告

Ⅰ 研究主題

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指して
－知識・技能を身に付け活用する力を高める取組み－

Ⅱ 研究主題設定の理由

各分野が急速に変化する社会状況の中，ICT教育の推進，学習指導要領改訂に伴う教育課程や大

学入試共通テスト内容の変更，観点別評価の導入，生徒指導提要改訂など学校教育もめまぐるしく

変わり，どのような視点・立場に立ち，どう指導すべきかといった教員のあり方が問われる今日と

なっている。

その中で，本校では令和３～５年度にかけて「生徒に身に付けさせたい資質・能力を教科等横断

的に育成する研究－目標・指導・評価の一体化を実現する取組を通して－」という研究主題を設定

し，「学びのグランドデザイン」，「シラバス」，「単元配列表」，「単元計画表」，「ルーブリック評価」

等を作成すると共に，「パフォーマンス課題」の設定や「ルーブリックを用いた定点評価」に取り

組むことで，評価方法や授業の改善につなげてきた。これは，本校が設定している「生徒自身が身

に付けるべき力（生徒に身に付けさせたい力）」と関連付けた取り組みであり，教員と生徒が同じ

規準で評価することで，学習の見通しがつき，生徒は自己改善を図りやすいという成果を上げるこ

とができた。しかし一方では，生徒の細かい変容を読み取りにくかったという課題も残ったことか

ら，指導や評価方法の改善に向けた研究を今後も継続する必要性があると考えている。

本校は，「創造性豊かで実践力のある社会に有為な人材」を教育目標に掲げている。令和２年度

から，その達成のために，校訓である「向学」「高雅」「貢献」と生徒に身に付けさせたい資質・能

力を紐付けた「ＳＰ９（松陽プライド９つの力）」を作成し，授業だけでなく，行事を含めた学校

教育全般に「ＳＰ９」を位置づけた。令和６年４月に実施した，生徒が自己評価のために行う「松

陽プライド ９つの力 アンケート」によると，「基礎力・創造力・発信力」が「現時点で身に付

いているか自信がない」という結果が出ている。このことを踏まえ，「基礎的な知識や技能を習得

し，他者との協働を図りながら，自ら設定した課題の解決を目指すには，どのような指導・評価方

法が望ましいか」，という研究の方向性を考えた。また，各教科指導ではタブレットや電子黒板，

プロジェクターの使用を効果的に取り入れ，生徒自身の主体的な学習環境の構築も目指している。

生徒からは「図や映像を示されることで学習内容が印象に残りやすい。」，「より多くの意見をリア

ルタイムでまとめて見ることができるため，その時間のうちに自己の考えを深めることができる。」，

「クイズ形式で単語を確認できることは楽しい。」といった肯定的な感想が挙げられた。教員から

もICTを活用した学習について，個々の学びから生徒同士が意見の交換など対話を通して交流し，

お互いに高め合う学びとして有効であるという評価がある。しかし，「情報を鵜吞みにするだけで，

疑問をもったり理解しようと努力したりする姿が見られない。」，「知識を定着させ，それをもとに

思考させる手立てとして，ICT機器をどのように使えばいいか分からない。」という意見もあること

から，効果的な学びになるための指導方法の構築が引き続き課題であると言える。

さらに生徒の実態として，推薦入試や総合型選抜を選択するケースが増加傾向にあり，生徒自身

が目標に向かってより主体的に学ぶ姿勢を持ち，キャリア教育や探究活動に取り組む必要性を感じ

る。その他，学力診断テスト（スタディーサポート（ベネッセ））において，学習到達度に改善傾

向がみられるものの学力到達度が伸び悩む生徒や，様々な点において支援の必要な生徒も多く在籍

しているため，学習者視点に立った「指導の個別化」，「学習の個性化」への取り組みの重要性が強

く感じられる。

令和３年１月に出された中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全

ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」では，「個別最適

な学び」が「孤立した学び」にならないように，「個別最適な学び」と「協働的な学び」とを別個



のものとして捉えるのではなく，「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし，更にそ

の成果を「個別最適な学び」に還元するなど，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に

充実し，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が必要だとされる。

そこで本研究では， 生徒一人一人の
資料１「学習者が選択する『学びの選択』の五つの視点」

実態を把握し個性や進路目標を尊重しな

がら，教員と生徒が共に「個別最適な学

び」と「協働的な学び」を実現するため，

様々な視点に立った指導方法や評価方法

を実践していく。研究にあたっては，「学

びの選択（鹿児島県総合教育センター調

査研究における「学習者が選択する『学

びの選択』の五つの視点」より）」（資料

１）を指導方法として共有し，教科等横

断的な学びの提供に努め，主体的に学び

に向かい，自らの課題解決を図る生徒を

育みたいと考え，本研究主題を設定した。

Ⅲ 研究の構想

１ 研究期間

令和６年度～令和８年度（３年間）

２ ３年間の研究計画

年度 主な内容

令和
・個別最適な学びと協働的な学びの理解と研究

６年度
・知識・技能を身に付け活用する力を高める指導方法の工夫

・研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表

令和
・個別最適な学びと協働的な学びの理解と研究

７年度
・思考力，判断力，表現力を身に付ける指導方法の工夫

・研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表

令和
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指す授業改善

８年度
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実により生徒が身に付けた資質・能力の検証

・研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表・研究成果の検証，まとめ

３ 今年度の研究の方向性

①個別最適な学びと協働的な学びの ②知識・技能を身に付け活用する力 ③研究内容に基づいた授業

理解と研究 を高める指導方法の工夫 の公開，実践事例や研究内

容の発表

・学習指導要領の研究（科目の目標，・相互授業参観（同教科・他教科・

性質等の再確認・研究） 他学年）の実施 ・自己評価アンケート（生

SSTP（Shoyo Simple Teaching 徒対象）の実施

・「個別最適な学び」「協働的な学 Plan）の活用

び」に関する研究 ・職員アンケートの実施

研究開発通信（研究開発係作成） ・知識・技能を身に付けることを意

等による情報発信 識した授業形態・評価方法の研究 ・アンケート分析

ルーブリック評価の作成

・Classiによる，実践事例

・「学びの選択（鹿児島県総合教育セン や研究内容の情報共有

ター調査研究における「学習者が選択す

る『学びの選択』の五つの視点」より）」

を活用した指導方法の研究



４ 研究の体制（資料２） 資料２ 研究の体制

校務分掌上では，教務部の研究開発

係が中心となる。係は，チーフと各教

科１名（国語・地歴公民・数学・理科

・外国語）の６名で構成されており，

体制としては，研究開発係が教務係や

キャリア・ガイダンス部（ＣＧ部）と

連携をとりながら研究を進める。

また本研究は，本校独自のスクール

ポリシーであるＳＰ９（Ⅳ１参照）を

基盤に進めるものであるため，必要に

応じてスクールポリシー委員会におけ

る検討も実施する。

Ⅳ 昨年度までの主な取組の継続

１ 目標の共有（「ＳＰ９」の設定）

令和２年度に，「社会に開かれた教育課程」と学校教育目標達成のために新設したカリマネ策

定委員会を中心に，本校生徒に身に付けさせたい資質・能力を設定し「ＳＰ９（松陽プライド～

９つの力～）」と名付けた。令和３年度には生徒・職員間で目標の共有を図るため，新たに「松

陽高校グランドデザイン」（資料３）やポスター（資料４）を作成し，以降，授業だけでなく行

事を含めた学校教育活動全般でＳＰ９の意識付けに努めている。

資料３ 松陽高校グランドデザイン 資料４ ポスター
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２ 学びのグランドデザインの作成

令和３年度に「学びのグランドデザイン」（資料６）を作成し，学校教育活動全体におけるＳ

Ｐ９の対応を示し，授業や各行事を通してどの力を身に付ける機会とするのか明確化した。「学

びのグランドデザイン」は年度初めに教室掲示し，各種行事の前にもその都度プリント掲示（資

料５）をすることで，年間を通してＳＰ９を意識するよう取り組んでいる。

資料５ ＳＰ９教室掲示



資料６ 学びのグランドデザイン



３ ＳＳＴＰの目的の共有

令和２年度に相互授業参観用として開発された松陽版簡易指導案＝ＳＳＴＰ（Shoyo Simple T

eaching Plan）(資料７・８)だが，職員の入れ替わりによって，ＳＳＴＰの目的・使われている

表現・内容について共通理解できていない部分があると感じられたため，それらについて再確認

を行い（「パフォーマンス課題」とは何か，「単元の中心となる本質的な問い」とは何を意味する

のか等（Ⅳ４参照）），相互授業参観や研究授業での活用を年度初めに促した。しかしながら，相

互授業参観が十分に行われていない現状があるため，指導・評価方法のさらなる改善に向けて，

相互授業参観の機会の確保やそれに代わる取り組みを含め，ＳＳＴＰの今後の活用について工夫

が必要である。

資料７ ＳＳＴＰ（単元デザイン） 資料８ ＳＳＴＰ（授業デザイン）

４ パフォーマンス課題の研究

本校では，パフォーマンス課題を「複数の知識やスキルを総合的に使いこなすことを求めるよ

うな複雑な課題」と捉え，①実生活や実社会を想定すること，②複数の既習知識やＳＰ９を組み

合わせて解決に向かうような課題を設定すること，③「本質的な問い」を学習者自身が問わざる

をえないようなシナリオを設定すること，を意識して考案，実施することとしている。なお，「本

質的な問い」とは，「答えが１つではない問い・既習知識やスキルを総合的に活用し，解決に向

かう問い・思考を誘発し，知的に興奮させる問い・さらなる問いを生み，探究心を育む問い・様

々な場面や文脈で活用できる問い・様々な情報を活用し，解決に向かう問い」と捉えている。

パフォーマンス課題の形態としては，レポートや展示物の作成，スピーチやプレゼンテーショ

ンでの発表，実験の実施など，様々なものが考えられるが，パフォーマンス課題の評価において

は，知識や技能の質を総合的に把握することに重点をおくことが重要である。

これらの点を意識しつつ，今後も各教科パフォーマンス課題・評価の研究に取り組んでいく。



５ ルーブリック評価と定点評価

ルーブリックとは，成功の度合いを示す数レベルの尺度と，各レベルに対応するパフォーマン

スの特徴からなる評価規準表で，生徒の学習到達状況の絶対評価を行うためのものさしである。

今年度，研究主題に従い，知識・技能に関する３段階（Ａ：十分満足できる状況 Ｂ：おおむね

満足できる状況 Ｃ：努力を要する状況）のルーブリック評価表（資料９）を作成した。

生徒と教師が評価を共有することで，生徒は見通しを持って活動に取り組むことができ，学習

の成果の振り返りが次の学習の目標設定につなげることができる。また，教師側も自分の指導の

振り返りを生徒一人一人の個別の対応につなげられ，特にＣ評価だった生徒への手立てを効果的

に行うことができると考える。

今年度，各教科とも年間を通して活用できるルーブリック評価を用いた定点評価を行い，生徒

たちの学習傾向や，変容を見取る取り組みを実施している。現在途中経過であるが，学年末まで

継続して行い，結果の検証までつなげていきたい。

資料９ ルーブリック評価



Ⅴ 本校の現状

１ 生徒の実態

本校は特色ある学校として普通科の他に音楽科・美術科を有している（今年度の音楽科・美術

科の生徒を割合は計21％）。音楽科・美術科の生徒たちの専門分野における諸活動はもちろん，

加入率約80％に及ぶ部活動生の活躍もめざましいものがある。また遠方からの通学生も多く，今

年度は列車通学65％，通学時間１ｈ以上25％となっている。これらのことも一因として，自宅学

習の不足傾向は深刻なものがある。

また，４月時点での進路未定者数が昨年度比較で増加しており，これらのことを総合的に見る

と，「目標をもって，時間をかけて学習する」ことを意識している生徒が非常に少ないと考えら

れる。

２ 自己評価アンケート（４月松陽プライド９つの力生徒アンケート）

ＳＰ９がどの程度身に付いているかを分析するために，「自己評価アンケート」をGoogleフォ

ームにて実施している（資料10）。項目の尺度は（１：自信がない ２：あまり自信がない

３：やや自信がある ４：自信がある）の４段階である。

資料10 ４月松陽プライド９つの力生徒アンケート

資料11 ４月松陽プライド９つの力生徒アンケート結果
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資料12 ４月松陽プライド９つの力生徒アンケート結果分析

資料11・12は４月の結果とそれに関する分析である。

「Ⅱ 研究主題設定の理由」でもふれたように，生徒自身が「自信がない」と感じているのが②

基礎力，⑤創造力，⑧発信力である。また，現時点で最も必要だと考える力として①自奏力，②基

礎力，⑦連携力の割合が高い。

これらのことから，生徒自身が②基礎力の大切さを感じていると言える。なお，ＳＰ９における

②基礎力とは「基礎的な知識や技能を理解・習得するために継続して努力する力」のことを指すが，

基礎力＝身に付いている知識や技能，と認識している生徒も複数いると考えられた。そのため，今

回の結果は，「基礎的な知識や技能を理解・習得するために継続して努力する力」と「身に付いて

いる知識や技能」に自信がなく現時点で最も必要だと考えている，と捉えることとした。


